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宇治の 大納言 隆国 「やれ、 やれ、 昼寝の 夢が 覚めて 

見れば、 今日は また 一 段と 暑い ようじ や。 あの 松ケ枝 

の 藤の 花 さえ、 ゆ さりと させる ほどの 風 も 吹かぬ。 い 

つも は 涼し ゆう 聞え る 泉の 音 も、 どうやら 油蟬の 声に 

まぎれて、 反って 暑苦し ゆうなって しもうた。 どれ、 

わらん ぺ あお 

また 童 部た ちに 煽いで でも 貰おう か。 

「何、 往来の もの どもが 集った？ では そちらへ 参る 

と 致そう。 童 部た ち も その 大 団扇 を 忘れずに 後から か 

ついで 参れ。 



申しまして は 反 つ て 御意に 逆 う 道理で ございま すか 

ら、 御免 を 蒙って、 一通 リ多曖 もない 昔話 を 申し上げ 

ると 致しましょう。 どうか 御 退屈で もしば らくの 間、 

御 耳 を 御 借し 下さい まし。 

「私 どもの まだ 年若な 時分、 奈 良に 蔵人 得 業 恵 印と 申 

しまして、 途方 もな く 鼻の 大きい 法師が 一人 居り まし 

た。 しかも その 鼻の 先が、 まるで 蜂に でも 刺された か 

と 思う くらい、 年が年中 恐し くま つ 赤な の で) J ざ い ま 

す。 そこで 奈 良の 町の ものが、 これに 譁名 をつ け まし 

て、 鼻 蔵 II と 申します の は、 元来 大 鼻の 蔵人 得 業と 

呼ばれた ので ございま すが、 それで はちと 長す ぎる と 



り をす ると、 あの 大 鼻の 赤 鼻 を さも 不思議 そうに 鳴ら 

して 見せて、 それから のそのそ 興 福 寺の 方へ 引返して 

参りました。 

「すると 興 福 寺の 南 大門の 前で、 思いがけなく 顔 を 合 

えもん 

せました の は、 同じ 坊に 住んで 居った 恵 門と 申す 法師 

でございます。 それが 恵 印に 出会い ますと、 ふだん か 

ら 片意地な げじげじ 眉 をち よいと ひそめて、 『御坊に 

は 珍し い 早起きで，、 y /ざるな。 - J れは 天気が 変る かも 知 

れ ませぬ ぞ。』 と 申します から、 こちら は 得たり 賢し と 

鼻 を 一 ぱいに にやつ きながら、 『いかにも 天気ぐ らい 

は 変る かも 知れ ませぬ て。 聞けば あの 猿 沢の 池から 三 



竜が 天上す ると 申す、 しかと した 証拠が ござる かな。』 

と 問い 詰る の で) /ざ い ます。 そ - J で 恵 印 はわ ざと 悠 々 

と、 もう 朝日の 光が さし 始めた 池の 方 を 指さし まして、 

うねめ やなぎ 

『愚僧の 申す 事が 疑わしければ、 あの 采女 柳の 前に あ 

る 高札 を 読まれた がよ ろしゅう ござろう。』 と、 見下す 

ように 答えました。 これに はさす がに 片意地な 恵 門 も、 

ほこさき まぷ またた 

少し は 鋒 を 挫かれた のか、 眩しそう な 瞬き を 一 つ 

すると、 『はは あ、 そのような 高札が 建ちました か。』 

と 気のない 声で 云い 捨てながら、 また てくてくと 歩き 

出し ましたが、 今度 は 鉢の開いた頭 を 傾けて、 何やら 

考えて 行く らしい ので ございます。 その 後 姿 を 見送 つ 



はな くろうど お か 

た 鼻 蔵人の 可笑し さは、 大抵 御 推察が 参りましょう。 

恵 印 はどう やら 赤 鼻の 奥が むず 痒い ような 心 もちが し 

て、 しかつめらしく 南 大門の 石段 を 上って 行く 中に も、 

思わず 吹き出さず に は 居ら れ ませんで した。 

「その 朝で さえ 『三月 三日 この 池より 竜 昇らん ずるな 

リ』 の 建 札 は、 これほどの 利き目が ございま したから、 

まして 一日 二日と 経って 見ます と、 奈 良の 町中 どこへ 

さる さわ うわ さ 

行っても、 この 猿 沢の 池の 竜の 噂が 出ない 所 は ござ 

いません。 元より 中には 『あの 建 札 も 誰かの i、5 戯 であ 

ろう。』 など 申す もの も ございま したが、 折から 京で は 

しんせんえん 

神泉苑 の 竜が 天上 致した などと 申す 評判 も，、 y /ざい まし 



ひとお と 

まち 人 音に 驚いた のか、 ずるり とそのと ぐろ を ほどき 

ますと、 見る見る 池の 面 に 水脈が 立って、 怪しい 物の 

姿 は ど ^ J とも 知れず 消え失せ てし まつ たそうで ござ い 

おやじ そうしん 

ます。 が、 これ を 見ました 老爺 は、 やがて 総身に 汗 を 

かいて、 荷 を 下した 所へ 来て 見ます と、 いつの 間に か 

こい ふな び あきない もの 

鯉 鮒 合せて 二十 尾 もいた 商売 物が なくなって いたそう 

でございますから、 『大方 劫 を 経た 獺 にで も 欺され 

わら 

たのであろう。』 などと 哂ぅ もの も ございました。 け 

れ ども 中には 『竜王が 鎮護 遊ばす あの 池に 獺の 棲もう 

害 もない から、 それ はきつ と 竜王が 魚鱗の 命 を 御憫み 

になって、 御 自分の いらっしゃる 池の 中へ 御召し 寄せ 



はリま やましろ おうみ 

を 始めと して、 事によると 播 磨の 国、 山城の 国、 近 江 

たんば いちえん 

の 国、 丹 波の 国の あたりまで も、 もうこの 噂が 一円に 

ひろまって いるので ございましよう。 つ まり奈 良の 

ろ う にやく 

老若 を か つごうと 思つ てした 悪戯が、 思い も よらず 

四方の 国々 で 何 万人と も 知れない 人間 を瞞す 事に なつ 

てし まった ので ございます。 恵 印 はそう 思います と、 

可笑しい より は 何となく 空 恐し い 気が 先に 立つ て、 

あさゆ-つ 

朝夕 叔母の 尼の 案内が てら、 つれ 立って 奈 良の 寺々 を 

見物して 歩いて 居ります 間 も、 とんと 検非違使の 眼 を 

ぬす うしろ 

偸んで、 身 を 隠して いる 罪人の ような 後め たい 思い 

がして 居りました。 が、 時々 往来の ものの 話な どで、 



あの 建 札へ この頃 は 香 花が 手 向けて あると 云う 噂 を 聞 

く 事で も ございま すと、 やはり 気味の 悪い 一 方で は、 

ひと 

一 かど 大手 柄で も 建てた ような 嬉しい 気が 致す ので) J 

ざいます。 

「その内に 追い 追い 日数が 経って、 とうとう 竜の 天上 

する 三月 三日に なって しまいました。 そこで 恵 印 は 約 

束の 手前、 今更 ほかに 致し方 も ございま せんから、 渋々 

とも さる さね 

叔母の 尼の 伴 をして、 猿 沢の 池が 一 目に 見える あの 

こうふく じ なんだい もん 

興 福 寺の 南 大門の 石段の 上へ 参りました。 丁度 その 日 

は 空 も ほがらかに 晴れ渡って、 門の 風鐸を 鳴らす ほど 

けしき 

の 風 さえ 吹く 気色 は ございませんで したが、 それでも 



きょ-つ 

今日と 云う 今日 を 待ち兼ね ていた 見物 は、 奈 良の 町 は 

申す に 及ばず、 河内、 和 泉、 摂津、 播磨、 山城、 近 江、 

丹 波の 国々 から も 押し寄せて 参った ので ございましよ 

う。 石段の 上に 立って 眺めます と、 見渡す 限 リ西も 東 

も 一面の 人の 海で、 それが また 末 は ほのぼのと 霞 を か 

おおじ 

けた ニ条の 大路の はての はてまで、 ありと あらゆる 

烏帽子の 波 を ざわめかせて 居る ので ございます。 と 思 

あおい とげ あかい とげ 

うと その ところどころに は、 青 糸 毛 だの、 赤 糸 毛 だの、 

せんだん ぴ さし すき ぎっしゃ 

あるいは また 栴檀庇 だのの 数寄 を 凝らした 牛車が、 

やかた 

のつ しりと あたりの 人波 を 抑えて、 屋 形に 打った 金銀 

かなぐ まば 

の 金具 を 折から うらら かな 春の 日 ざしに、 眩 ゆく きら 



めかせて 居りました。 そのほか、 日傘 を かざす もの、 

平 張 を 空に 張り 渡す もの、 あるいは また 仰 々 しく 

桟敷 を路に 連ねる もの —— まるで 目の 下の 池の まわり 

は 時なら ない 加 茂の 祭で も 渡りそう な 景色で ございま 

す。 これ を 見た 恵 印 法師 はま さか あの 建 札 を 立てた ば 

かりで、 これほどの 大騒ぎが 始まろうと は 夢にも 思わ 

ずに 居りました から、 さも 呆れ返つ たように 叔母の 尼 

の 方 を ふり 向きます と、 『いやはや、 飛んでも ない 人出 

で ござるな。』 と 情けない 声で 申した きり、 さすがに 今 

日 は 大鼻を 鳴らす だけの 元気 も 出ない と 見えて、 その 

まま 南 大門の 柱の 根が たへ 1 心気 地な く 蹲 つてし まい 



くな つてし まいました から、 恵 印 はまた 元の通り 世に 

も 心細そう な 顔 をして、 ぼんやり 人の 海の 向う にある 

さる さわ ぬる 

猿 沢の 池 を 見下しました。 が、 池 はもう 温んだら しい 

おもて 

底光りの する 水の面に、 堤 をめ ぐった 桜 や 柳 を鮮に 

じっと 映した まま、 いつにな つても 竜な ど を 天上 させ 

けしき 

る 気色 も ございません。 殊に その まわりの 何 里 四方が、 

隙き 間もなく 見物の 人数で 埋ま つてで もい るせ いか、 

今日は 池の 広さが 日頃より 一 層 狭く 見える ようで、 第 

とほ-つ 

一 ここに 竜が 居る と 云う それが そもそも 途方もない 噓 

のよう な 気が 致す ので) J ざ います。 

いっとき いつ とき 

「が、 一時 一時と 時の 移って 行く の も 知らない ように、 



見物 は 皆 片唾を 飲んで、 気長に 竜の 天上 を 待ち かまえ 

ますます 

て 居る ので ございましよう。 門の 下の 人の 海 は 益 広 

がって 行く ばかりで、 しばらく する 内に は 牛車の 数 も、 

所に よって は 車の 軸が 互に 押し合い へし 合う ほど、 多 

くな つて 参りました。 それ を 見た 恵 印の 情けな さは、 

大概 前から の 行きが かりで も、 御 推察が 参る で J ざ い 

ましょう。 が、 ここに 妙な 事が 起った と 申します の は、 

どう 云う もの か、 恵 印の 心に もほんと うに 竜が 昇り そ 

うな —— それ も始は どちら かと 申す と、 昇らない 事 も 

なさそう な 気がし 出した 事で ございます。 恵 印 は 元よ 

リ あの 高札 を 打った 当人で ございま すから、 そんな 



莫迦げ た 気の する こと はありそう もない もので ござい 

ますが、 目の 下で 寄せつ 返しつ している 烏& 子の 波 を 

見て 居ります と、 どうも そんな 大変が 起リ そうな 気が 

致して なりません。 これ は 見物の 人数の 心 もちが いつ 

となく 鼻 蔵に も 乗り移つ たので ございま しょうか。 そ 

れ とも あの 建 札 を 建てた ばかりに、 こんな 騒ぎが 始 

まった と 思う と、 何となく 気が 咎める ので、 知らず 知 

らず ほんとうに 竜が 昇って くれれば 好い と 念じ 出した 

ので ございま しょうか。 その 辺の 事情 は ともかくも、 

あの 高札の 文句 を 書いた もの は 自分 だと 重 々承知し 

ながら、 それでも 恵 印 は 次第 次第に 情けない 気 もちが 



「その後 恵 印 は 何 かの 拍子に、 実は あの 建 札 は 自分の 

悪戯だった と 申す 事 を 白状して しまい ましたが、 恵 門 

を 始め 仲間の 法師 は 一 人 も その 白状 を ほんとうと は 思 

わなかった そうで ございます。 これで 一体 あの 建 札の 

ずぼし あた 

悪戯 は 図星に 中った ので ございま しょうか。 それとも 

的 を 外れた ので ございま しょうか。 鼻 蔵の、 鼻 蔵人の、 

大鼻 の 蔵人 得 業の 恵 印 法師に 尋ね まし て も、 恐ら く ザ J 

の 返答ば かり は 致し 兼ねる のに 相違 ござ いますまい… 

J 

三 



の 長い 法師の 事 じ や？ これ はまた 鼻 蔵の 後 だけに、 

一段と 面白かろう。 では 早速 話して くれい。 —— 」 

(大正 八 年 四月) 
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